
私たちは今日までの歩みに誇りをもって地域社会・利用者・職員の
しあわせを次の半世紀につないでいきます

日本聖書協会発行『アートバイブル』より 

ヨハネによる福音書１３章
「イエス弟子の足を洗う」 

１３章 ８節 ： ペトロが、「わたしの足など、決して洗わ
ないでください」と言うと、イエスは、「もしわたしがあ
なたを洗わないなら、あなたはわたしと何のかかわり
もないことになる」と答えられた。
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神戸聖隷にご寄付をいただきました。

ご寄付のお願い
利用者（障害（児）者・高齢者）の一層の
サービス向上に資するため、法人は皆
様のご寄付をお願い申し上げておりま
す。同封の振替用紙をご利用ください。

（敬称略・順不同）
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「平生園ご利用者　大谷みよし様」（毛筆）

「恵生園ご利用者グループ」（貼り絵）























海外研修 in 告報第６回 Thailand
チェンマイ

常務理事　村山　盛光

2025年11月23日（日）から11月29日（土）
までの７日間にわたり、第６回海外研修（タイ国
チェンマイ）を無事開催することができました。
本研修は法人創業50周年記念事業の一環として
位置づけられ、理念の理解を深めるとともに、次
の50年を担う人材の育成を目的として実施した
ものです。
今回の海外研修には、法人創業から今日に至る

まで多大なご支援をいただいている聖隷福祉事業団から若手の支援・相談職４名、包括連携協定を
締結している神戸常盤大学の学生２名、神戸聖隷福祉事業団から６名（介護・支援職、支援課長
等）が参加し、総勢12名での研修となりました。
この度の研修では、高齢者施設および障害者施設を中心に全８施設を訪問させていただきまし
た。いずれの施設においても私たちを温かく迎え入れてくださり、事業の説明や見学、そしておも
てなしは誠に惜しみのないもので、「そこまでしてくださるのですか」と、参加者それぞれが心を
動かされるものでした。
訪問したタイ国チェンマイは、「20年前とは全く別の街」と評されるほど急速な発展を遂げてお
り、都市化や経済成長の進展によって、日本と同様に核家族化の進行や高齢化、さらには障害のあ
る方を取り巻く支援体制の課題、貧富の差など、さまざまな福祉的課題を抱えている現状を肌で感
じることができました。
本海外研修のねらいは、一貫して「仕えるとは何か」「隣人愛とは何か」を考えることにありま
す。単に福祉支援の技術や制度を学ぶだけでなく、タイ国チェンマイの方々との交流を通して、福
祉の原点や人に寄り添う姿勢から、その意味を改めて問い直す機会としています。異なる文化や価
値観に触れる中で、自らの支援の在り方を見つめ直すことができたことは、何ものにも代えがたい
学びであったと感じています。
この度の海外研修で得た貴重な経験と学びを、今後のご利用者支援や職場での実践に丁寧に活か
し、法人の理念実現に向けて行動していきたいと思います。
最後に、我々の研修ニーズに合わして訪問先をコーディネートしてくださったチェンマイ
YMCAのチュララット総主事をはじめスタッフの皆様、そして通訳のみならず、あらゆる面でサ
ポートしてくださった出羽明子さんに、そして１週間チームとして協力しあい、それぞれの役割を
積極的に果たしてくれた参加者の皆さんに心から感謝を申し上げます。ありがとうございました。

チェンマイYMCAホテルにて（YMCAスタッフと参加者）
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参 加 者 研 修 報 告
創業50周年記念事業として、2025年度の海外研修
に聖隷福祉事業団から4名、神戸常磐大学から2名
の方が参加しました。神戸聖隷福祉事業団の参加者
5名と共に大変有意義な時を過ごされたようです。

タイの福祉研修では、高齢者施設や障害者支援センター
等を視察しました。特に「障害者ではなくアーティスト」
と捉え、利用者の個性や強みを尊重し、生活の中で役割と
やりがいを見出す環境を整えるという考え方に感銘を受け
ました。
また、地域や家族の強固な支え合いの文化が利用者の生
活を力強く支えていることに深い印象を受けました。この
学びを活かし、支援者と利用者が互いに高め合える関係性
を築き、より良い支援の実現に向けて邁進します。

神戸常磐大学4年　米津友貴

地域に根づく支え合いから
見えた福祉の姿

タイ研修では、タイの方々の温かさをひしひしと感じま
した。８か所どの施設でも綺麗な会議室やコミュニティ独
特の装飾や軽食などでおもてなしをしてくれました。お話
や笑顔に触れて何を学べばいいのかを理解した感じがしま
した。文化や伝統を重んじ自身のコミュニティの為に尽力
している人たちの顔は、やりがいや笑顔に溢れておりまし
た。高齢者や障害のある方が当事者となり組織を運営して
いる様に感じ、「仕える」「支援」「社会福祉」をもう一度
考える良い研修になりました。ありがとうございました。

チェンマイで過ごした1週間は、人との関わりを通して
心が動かされる場面の連続でした。みなさんの活き活きと
された表情を見かける度に、コミュニティ内での繋がりが
一人ひとりの生きる喜びや前を向く支えになっていること
を実感しました。
今後、保育者を目指していく中で、周りの人を巻き込み
連携をとることを大切にしていきたいです。そして、子ども
たちの笑顔を引き出すだけでなく、取り巻く環境をも笑顔の
灯る場所であるようコミュニティの持続に努めていきます。

今回の研修に参加させていただき、タイの文化や歴史に
触れながら多くの学びや刺激を得ることができました。ま
た、訪問する先々で皆様からの歓迎を受け、タイの国民性
を感じられたと同時にとても温かい気持ちになりました。
研修のテーマであった「仕える」とは何か、研修の間ずっ

と考えていましたが、その人の想いを知ることではないか、
想いを知ることでその人に寄り添った支援ができるのではな
いか、と自分なりの答えを見つけられたように思いました。
この度は大変貴重な経験をさせていただき、本当にあり
がとうございました。

様々な施設や地域を訪問させていただく中で、人々の思
いやつながりの強さを感じる場面が多く、福祉のあり方を
見つめ直す研修になりました。訪問先では伝統的な踊り等
で迎えてくださり、人々の温かさを身に染みて感じまし
た。一人一人がやりがいや役割を持っていきいきと過ごさ
れており、そうした方々との交流を通じて、研修のテーマ
である「仕える」ことの意味を考えることができました。
タイの文化や考え方なども学ぶことができ、とても貴重な
経験となりました。

本研修に参加して一番強く感じた事が、コミュニティー
の強さです。コミュニティーと言っても、地域の方だけで
なく入所施設なども含めて地域間のつながりが強いことが
とても印象的でした。仏教の喜捨の考えに基づく寄付や公
費で施設や組織は運営されており、施設からは手芸品の作
成や販売を通してQOLの向上だけでなく伝統技術や文化
の継承を行う事で、地域に貢献していることを知りました。
日本でも技術や文化・歴史の継承が難しくなってきている
中で、なにかできることはないか考える機会となりました。

和合せいれいの里
障害者支援施設みるとす

鈴木基椰

花屋敷せいれいの里
ケアハウス花屋敷

中村優衣

神戸常磐大学3年　武部澄佳

和合せいれいの里
障害者支援施設みるとす

白井遥菜
聖隷カーネーションホーム

坂元健一郎

笑顔がつなぐコミュニティの力

チェンマイで気づいた、
関わりの力

想いに寄り添う「仕える」という学び

福祉のあり方を見つめ直す 地域が育む技と心に触れて

◇聖隷福祉事業団

◇神戸常磐大学
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あっという間の7日間で、楽しく心に残る研修となりました。
タイでは、クライエントと支援者が対等で、日々の生活
に自然と寄り添う姿が印象的でした。ある訪問先では、
「帰らないで」と涙を浮かべながら手を握り私たちの無事
な帰国を祈ってくださったおばあちゃんがいました。その
様子をそっと見守る皆さんの姿が忘れられません。支援と
は特別なことではなく共に過ごし共に考えることだと感じ
た研修でした。

今回の研修で訪問をさせていただいたタイの入所施設で
は「家族との関係を切らない」支援を行う事を大切にされ
ており、国民性として家族の繋がりを重視していることが
分かりました。一方で都市部では核家族化が進み関係性が
希薄化し、福祉人材不足も課題となっていました。タイで
も日本と同様の悩みを抱えている現状を知り、現地の人々
の声から多くの気づきを得ることができました。

様々な分野の施設を見学させていただき、自分が勤務し
ていない分野の学びも得ることができました。高齢者が詐
欺に騙されないよう支援したり収入につなげるためにマー
ケティングの支援をしたりと日本にはない視点での支援を
しており、日本よりも進んでいると感じることも多く発展
途中のイメージがあったので驚きました。施設だけでな
く、市場や寺院などタイの文化に触れる機会もたくさんい
ただき他文化への理解も深めることができました。

研修のテーマである「仕える」という事を頭に置いて自
分なりに考えてみようと思っていました。ある寺院を訪れ
たときにお堂の周りを三回回りました。なぜ回っているの
か分からず回っていましたが、自然と誓いのようなことを
心の中で唱えていました。
その誓いとは、「愛と奉仕の精神で仕えます」と唱えて
いました。唱えた後に自分の中に神戸聖隷の基本理念が自
然と入っている事に“はっ”としました。
今回の研修は自己開示し自分を見つめ直すことができ、素

晴らしい人達と研修に参加できた事を心から感謝しています。

この度のタイ国海外研修に参加させていただき、まずは見
学させていただいた施設の皆様、チェンマイYMCAの皆様、
通訳の出羽様の暖かい歓迎、おもてなし、配慮に感謝をお伝
えしたいと思います。本当にありがとうございました。
研修を通じて、タイの社会福祉におけるコミュニティ力
の強さ、文化の違いによる福祉観の違い、公的機関との連
携、テクノロジー支援、今後の課題等、たくさんの学びを
得ることができました。
コミュニティ内での人々の繋がりの強さ、助け合う心に
触れることで、「仕える」ということ、又、「隣人愛」の意
味を再認識することができたと思っています。
日本とタイの社会福祉における課題の違いや共通点を学
ぶ中で、元々文化が違う為、違いはあって当然であり、課
題に対する答えを一つではない、社会福祉に携わる人々・
社会全体で考え、努力し続けることが大切だと感じまし
た。私もそうありたいと思います。
貴重な学びの機会を与えていただき、ありがとうござい
ました。

障害者雇用就業・定着拡大推進事業
就職拡大推進員

山内　泉

恵生園　支援課長

藤原万貴子

さくらの苑　介護員

山本美沙

神戸明生園　生活支援員

國廣由美

せいれいやさかだい　支援課長

谷口誠一

あたたかい国、タイ王国

家族の繋がりを大切に

タイ国の文化についての学び

愛と奉仕の精神で仕える

タイ国のコミュニティ力

◇神戸聖隷福祉事業団
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タイ国海外研修事後研修会が1月20日、神戸聖隷オアシスで開催されました。参加者の皆さんは1週間
の共同生活と施設訪問を通じ、強い結束と多くの学びを得て帰国しました。水野理事長は「見返りを求めな
い“仕える”心こそ福祉の原点」と述べ、研修で得た経験を今後の仕事や生活で生かすよう激励しました。

今回の訪問では、障害者の職業訓練を行うセンター、高齢者施設、大学附属のシニアウェルネスセン
ター、地域で運営される高齢者クラブなど、多様な福祉現場を視察しました。どの施設でも地域とのつなが
りが深く、支援が「特別な行為」ではなく、日常の中に自然に組み込まれている点が印象的でした。
参加者からは、タイの福祉に共通する“おおらかさ”と“助け合いの精神”に強い感銘を受けたとの声が
多く聞かれました。寺院や地域住民のボランティアが中心となって支援が行われており、行政の制度に縛ら
れすぎない「地域がともに支える仕組み」が確立していることを実感したようです。
また、利用者の自由や個性を尊重する姿勢も大きな学びとなりました。日本では安全性や効率を優先する
あまり、制限が多くなりがちですが、タイでは利用者の“やりたいこと”を大切にし、温かく見守る文化が
根付いています。参加者からは「支援する側が一方的に与えるのではなく、共に楽しみ、共に歩む姿勢が大
切だと気づいた」との声が寄せられました。
さらに、高齢者クラブやコミュニティでは、地域の人々が行政や病院を自ら巻き込んで活動を広げてお
り、「自分たちで何とかしよう」という前向きな姿に励まされたとの意見もありました。さをり織りを通じ
て障害のある方が誇りを持って働く姿や、住民同士が孤独を生まない関係性を築いている様子など、どの場
面からも強いコミュニティ力が感じられました。
一方で、現地での交流において「こちらからも折り紙など日本文化を紹介する時間があれば、より親睦を
深められた」といった改善案も挙がりました。今後の研修運営に活かされる貴重な意見です。
最後に、今回の研修は神戸聖隷福祉事業団創業50周年記念事業の一環として位置づけられています。参
加者の皆さんは、今後、聖隷福祉事業団静岡ブロックでの報告や神戸聖隷福祉事業団の総合職員研修での発
表など、学びを広く伝えていく役割も担います。
タイで触れた“共に生きる”姿勢、“仕える”という福祉の原点は、私たちの日々の実践に新たな視点を
与えてくれるはずです。参加者の経験が、職場や地域に温かな変化を生むことを期待しています。

タイ国海外研修事後研修会
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第５期中期計画（2023～2025年度）の総括

神戸聖隷福祉事業団　中期計画「第5期から第6期へ」

第６期（2026～2028年度）中期計画について（案）

第5期中期計画は、「私たちは、今日までの歩みに誇りをもって、地域社会・利用者・職員のしあわせを次の半
世紀につないでいきます」というビジョンのもと推進してきました。本計画期間は、法人創業50周年という大き
な節目と重なるとともに、コロナ禍からの脱却を図る3年間でもありました。第4期においては感染症対策を最優
先せざるを得ない状況が続きましたが、第5期では地域貢献の取組や海外研修の再開など、制約下で停滞していた
法人・施設活動を徐々に取り戻し、全体としてやや活性化を実感できる期間となりました。
また、「中期計画の中心は施設計画」と位置づけ、施設運営の充実を最優先課題とし、グループサポーター制の
導入、常任理事を委員長とした委員会制度へと法人推進体制を構築しました。組織としての安定性を高めることが
できた点は大きな成果ですが、一方で、人材確保の困難さや社会環境の急激な変化への対応には苦慮し、経営面で
は厳しさが続いた期間でもありました。
人事分野では、採用戦略に基づき若手職員が関わる説明会や就活イベントへの参加、施設見学からインターン

シップへつなぐ仕組みづくり、正規職員随時採用制度の導入などにより、一定の採用成果を得ることができました。
また、階層別研修の継続により人材育成の基盤は維持されました。しかし、管理職のワークライフバランス向上、女
性管理職の育成、早期離職防止策など、多くの課題が未着手のまま残りました。第6期に向けては、人材の「確保・
育成・定着」を最重要課題として、委員会体制そのものを見直し、実効性ある取組を選択していく必要があります。
財務分野では、報酬改定への対応に混乱もありましたが、月次実績報告を通じて各施設の収支意識が高まり、加
算算定の誤り改善など一定の成果が見られました。一方、大規模修繕に対応できる積立金の確保は依然として厳し
く、職員処遇改善も継続検討にとどまりました。第6期では、より踏み込んだ財務分析と経営強化が求められます。
QOL分野では、第三者評価の受審や虐待防止、不適切ケア防止、接遇向上などの取組を着実に実施し、全施設
のBCP策定も完了しました。内部職員による専門研修は好評を得ており、今後も継続が期待されます。また、入
所施設の神戸愛生園、神戸明生園において、新しい時代にふさわしい施設環境への転換を図る大規模改築・修繕工
事着手への準備を整えることができました。
広報分野では、職員報と機関誌「洗足」の定期発行に加え、「こどもひろば」の開催や法人ホームページのリ
ニューアル、創業50周年記念誌の作成など一定の成果がありました。

2025年度は法人第5期中期計画（2023年度から）の最終年度であり、同時に2026年度から始まる第6期中期
計画策定の年でもあります。社会福祉事業は非常に厳しい情勢下におかれていますが、その中で私達が目指すべき
方向を理事・施設長・課長で話し合ってきました。第5期中期計画の振り返り（総括）と、策定中の第6期中期計
画の骨子（案）を掲載します。

第６期法人ビジョン：「変わりゆく社会に、変わらない使命で希望を創ります。」
神戸聖隷福祉事業団は第１号施設「恵生園」の鍬入れ式から50年が経過し、現在は但馬地区（朝来市、豊岡市、
養父市）と法人本部をおく神戸地区（神戸市）に障害児（者）福祉事業、高齢者福祉事業、相談支援事業等を45
施設で展開し、約2,000名のご利用者に約680名の職員が従事する法人へと成長してきました。
この50年の間に、福祉制度は「措置」から「契約」に大きく転換し、それに伴い、私たちのご利用者への関わ
りも「処遇」から「援助」、そして「支援」「サービス」へと変化しました。そして今、世界的にも類を見ない急速
な高齢化社会と人口縮小によって、日本社会全体が大きな岐路に立たされています。
このような社会状況下、神戸聖隷福祉事業団は第６期中期計画（2026年度～ 2028年度）にて事業を推進して
いくことになります。第６期中期計画では、「ミドルアップ・トップダウン」という考え方を基本に据えました。
理事会・常任理事会をトップ、各施設・事業所をボトムとし、その中間に但馬地区、神戸地区の二つの地区をミド
ルとして位置づけています。地区のビジョンや方策を重視し、それを法人全体の中期計画の中核として反映させ、
全体へと展開していく仕組みです。地域の事情や課題は地区によって大きく異なり、その違いは今後さらに顕著に
なると考えています。異なる二つの地域を包含する法人として、地域実情に即した事業展開を実現するための第６
期中期計画とすることを目指しています。かつて経験したことがない社会の変化に、創意と工夫と情熱をもって神
戸聖隷福祉事業団の福祉事業を推進していくべく、「変わりゆく社会に、変わらない使命で希望を創ります。」とビ
ジョンをおき、第６期中期計画を推進させていきます。

常務理事　村 山  盛 光
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1. 法人計画：ビジョン「変わりゆく社会に、変わらない使命で希望を創ります。」

2. 神戸地区計画：ビジョン「みんながつながり、ワクワクする未来のために創造的進化を続けます」

３. �但馬地区計画：ビジョン「「共に支え合い、すべての人が希望を持てる明日へ」
～チャンス・チャレンジ・チェンジ～」

第６期中期計画骨子（案）

重点取組テーマ 実行計画

１. 理念の浸透
（１）海外理念研修の継続
（２）同じミッションをもつ法人との積極的な交流
（３）日本キリスト教社会事業同盟主催研修への積極的な参加

２. 法人総力をあげての人材確保、育成、定着への取組
（１）新任施設長への継続研修の実施
（２）外国人職員の活躍拡大
（３）法人研修のブラッシュアップ

３. 人事制度の見直し
（１）給与制度の見直し
（２）評価制度の見直し

４. 事業永続可能な収支バランスの実現
（１）経常的赤字施設の再建、統廃合
（２）公益的事業の見直し

５. 事務体制のあり方の検討
（１）事務体制の見直し
（２）DX化の推進

重点取組テーマ 実行計画

１. 職員を大切にし、ワクワクできる職場づくり
（１）事業所間の交流促進
（２）研修のブラッシュアップ

２. 選ばれるサービスの創造

（１）事業再編
（２）専門職チームの創設（療法士を主として）
（３）グループホームのバックアップ体制の整備
（４）�グループホームの新設
（５）�神戸愛生園（入所施設）の大規模改築・改修【個室化、生活

介護移設等】
（６）�神戸明生園（入所施設）の大規模改修【空調更改、アメニ

ティ向上】

３. 業務のスマート化
（１）通所事業所での記録システム導入
（２）DX化の推進

重点取組テーマ 実行計画

１. 法人のマインドを持った元気な職員をいっぱいに
（１）元気な主任・副主任の育成
（２）次世代の職員の育成
（３）�レクリエーションやイベントを企画し、自然なコミュニケー

ションの創出

２. 但馬地区に夢を持ってムーブメントをおこす

（１）民生委員との協力強化
（２）体験型の企画、勉強会などを取り入れた見学会の実施
（３）�SNSを活用した情報発信を効果的に行うチームを設置し情報

発信実施

３. 誰もが笑顔になれる居場所づくり

（１）高齢３施設の運営方針を策定
（２）障害者施設の運営方針を策定
（３）児童施設の情報収集
（１）真生園単身寮の修繕計画
（２）旧さくらの苑の活用方法
（１）利用者の状態に応じた日中活動の場を提供
（２）各事業所の効率的な運営
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私たちは今日までの歩みに誇りをもって地域社会・利用者・職員の
しあわせを次の半世紀につないでいきます

日本聖書協会発行『アートバイブル』より 

ヨハネによる福音書１３章
「イエス弟子の足を洗う」 

１３章 ８節 ： ペトロが、「わたしの足など、決して洗わ
ないでください」と言うと、イエスは、「もしわたしがあ
なたを洗わないなら、あなたはわたしと何のかかわり
もないことになる」と答えられた。
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神戸聖隷にご寄付をいただきました。

ご寄付のお願い
利用者（障害（児）者・高齢者）の一層の
サービス向上に資するため、法人は皆
様のご寄付をお願い申し上げておりま
す。同封の振替用紙をご利用ください。

（敬称略・順不同）

2026年
3月
1日
 発
行
　〈
発
行
人
〉水
野
 雄
二
  

〈
発
行
〉社
会
福
祉
法
人
 神
戸
聖
隷
福
祉
事
業
団
 〒
654-0142 神

戸
市
須
磨
区
友
が
丘
1-1  T

EL．078-792-7555（
法
人
本
部
）  郵

便
振
替
口
座
 00920-9-163818

〈
編
集
〉社
会
福
祉
法
人
 神
戸
聖
隷
福
祉
事
業
団
 広
報
委
員
会

2026. 3   
SEN

ZO
KU

「平生園ご利用者　大谷みよし様」（毛筆）

「恵生園ご利用者グループ」（貼り絵）

７
月

森　

山　

礼　

奈

８
月

植　

田　

君　

恵

O
ffice M

 

社
会
保
険
労
務
士

松　

井　

一　

恵

谷　

池　

さ
ち
子

阿　

部　
　
　

望

米　

田　

成　

己

藤　

井　

裕　

子

石　

原　

紘　

正

堺　
　
　
　
　

孰

本　

田　
　
　

恵

中　

野　

芙
佐
子

杉　

本　
　
　

稔

小　

池　

弘　

三

長　

﨑　
　
　

睦

山　

本　

亜
佐
子

９
月

枚　

田　

知　

子

神
戸
聖
隷
保
護
者
協
議
会

難　

波　

公　

枝

野
々
宮　

壽　

一

前　

川　

ス
ミ
代

10
月

永　

島　

明　

美

西　

山　
　
　

充

上　

田　

紀　

子

大　

谷　

節　

子

野　

口　

和　

泉

藤　

井　

正　

雄

田　

島　

康　

啓

岡　

田　

安
津
子

社
会
福
祉
法
人
神
戸
あ
ゆ
み
の
会

あ
ゆ
み
の
里　
施
設
長

田　

中　

美
佐
紀

株
式
会
社
黒
田
建
築
設
計
事
務
所

代
表
取
締
役

湖　

亀　

一　

登

バ
ッ
ト
博
士
記
念
ホ
ー
ム　
園
長

宮　

本　

和　

武

社
会
福
祉
法
人
神
戸
あ
ゆ
み
の
会

な
ご
み
の
里　
施
設
長

黒　

井　

篤　

志

社
会
福
祉
法
人
ピ
ス
テ
ィ
ス
の
会

理
事
長

村　

上　

恵
理
也

社
会
福
祉
法
人
新
緑
福
祉
会

理
事
長

後　

藤　

久
美
子

10
月

社
会
福
祉
法
人
小
羊
学
園

理
事
長

雨　

宮　
　
　

寛

朝
来
市　
市
長

藤　

岡　
　
　

勇

兵
庫
県
知
的
障
害
者
施
設
協
会

会
長松　

端　

信　

茂

社
会
福
祉
法
人
鳥
取
こ
ど
も
学
園

理
事
長

藤　

野　

謙　

一

社
会
福
祉
法
人
イ
エ
ス
団

理
事
長

神　

﨑　

清　

一

社
会
福
祉
法
人
近
江
ち
い
ろ
ば
会

理
事
長

森　

口　
　
　

茂

北
須
磨
保
育
セ
ン
タ
ー　
理
事
長

鳥　

形　
　
　

猛

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
成
年
後
見
・
こ
う

べ
き
ず
な　
理
事
長

平　

川　

利　

人

公
益
財
団
法
人
ひ
ょ
う
ご

子
ど
も
と
家
庭
福
祉
財
団

青　

木　

裕　

子

社
会
福
祉
法
人
神
戸
あ
ゆ
み
の
会

理
事
長

今　

岡　

幸　

子

社
会
福
祉
法
人
ま
ほ
ろ
ば

株
式
会
社
ラ
イ
フ
ェ
ス
ト

取
締
役

大　

谷　

充　

昭

学
校
法
人
玉
田
学
園　
理
事
長

中　

村　

忠　

司

北
須
磨
団
地
自
治
会　
会
長

西　

内　

勝
太
郎

社
会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
会

専
務
理
事

山　

本　

ゆ
か
り

社
会
福
祉
法
人
陽
気
会

松　

端　

信　

茂

多
井
畑
Ｆ
Ｃ　
代
表

増　

井　

光　

資

吉　

川　
　
　

潤

稲　

松　

義　

人

藤　

本　

辰　

也

友　

藤　

圭　

子

谷　
　
　

秀　

親

吉　

田　

和　

夫

髙　

野　

國　

昭

高　

島　

順　

子

高　

島　

健　

二

10
月

井　

口　

聖　

大

小　

山　

正　

啓

能
仁
秀
俊
・
秀
代

神
戸
聖
生
園
家
族
会

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

ひ
ょ
う
ご
家
族
会

恵
生
園
し
あ
わ
せ
会

神
戸
光
生
園
家
族
会

平
生
園
家
族
会

真
生
園
家
族
会

自
立
セ
ン
タ
ー
ひ
ょ
う
ご
家
族
会

さ
く
ら
の
苑
家
族
会

井　

上　

秀　

和

飯　

塚　

由
美
子

水　

野　

雄　

二

11
月

兵
庫
県
身
体
障
害
者
支
援
施
設

協
議
会　
会
長

藤　

田　
　
　

聡

北
須
磨
団
地
自
治
会　
会
長

西　

内　

勝
太
郎

清　

水　

れ
い
子

津　

幡　

佳　

伸

12
月

永　

島　

明　

美

小　

紫　

義　

也

村　

山　

盛　

光

金　

子　

友　

美

新しい年を迎える事ができました。“洗足”を読まれてい
る皆さんはどうお過ごしでしょうか？

この原稿は2025年末に完成できれば良かったのですが、
年を越えてしまいました。さて何を書こうかな？と考えてい
ました。時々、他教会に行かせて頂いた時、私の場合、40
代からの伝道師へのチャレンジであったので、よく「どうし
て牧師に（まだ伝道師ですが）？」と聞かれる事が多いので
そのような事を書かせて頂ければと思いました。

私の育った家庭は、仏教の家庭で、仏壇が家に置いてある
家庭でした。お正月には近くの神社に初詣へ行き、おみくじ
を引き、お賽銭をする。お盆には友人と地蔵盆へ行って（小
学生時）お菓子の数を競ったりもしていました。年齢を重ね
るにつけ段々と自分で色んな事を考える内に、家の近くにあ
る教会の看板の言葉が、ある日から目につくようになりまし
た。『イエスを信じなさい。そうすれば救われる。』このよう
な言葉だったと思います。その言葉に対して懐疑的でした。
そんな印象があったキリスト教でしたが、また本の中の言葉
からキリスト教と出会う事になりました。トルストイの本か
ら『敵を愛しなさい』という言葉でした。聖書の言葉を引用
していたのですが、どうしてもその言葉が引っ掛かりました。
そんな事が可能なのかな？と思春期真っ只中でもあったので、
そんな綺麗事！と懐疑的を越えて半ば、怒り？に似た感情も

覚えた事を記憶しています。しかし、年月を経てもどうして
もその言葉が心の奥深くに残っていたので、これは聖書を読
んでみなければ解決しない！と思い書店屋さんに行って聖書
を購入しました。答えを見出そうと読んだ聖書でしたが、読
んでみると、全く違う思いでいっぱいになりました。それは、
この聖書という本は凄い！という感覚でした。読む言葉一つ
一つが心に響きました。ただただ感銘を受けました。

それから年月を経て教会に初めて行き、初めて礼拝に参加
すると、また全く違ったものを感じました。二年近く通い、
クリスマスに洗礼を受けようと決心しました。事前の準備会
で牧師先生から“人を愛せない時は愛さなくて良い”という
言葉にとても安心した覚えがあります。“愛せない自分がい
て愛せる自分に神様が押し出してくださる”という言葉も同
時に聞きました。神様が一人ひとりをそのままで愛してくだ
さって、自分という人間も神様に変えられると体感できた気
がしました。洗礼日のその日の夜に、いつか、私も伝える人
になりたいと思ったのがきっかけです。

コへレトの言葉３章１節『何事にも時があり　天の下の出
来事にはすべて定められた時がある。』

神様がすべての人に様々な時を備えられている事を覚えま
す。最後まで読んで頂き感謝です。新しい一年も皆さまの上
に神様の祝福と恵みが降り注がれますようにお祈りします。

西神戸教会　伝道師　  小松　栄子

Message牧  師

新しい時

皆
様
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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